
二

実
質
公
債
費
比
率
及
び
将
来
負
担
比
率
を
抑
制
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置

三

法
第
三
十
三
条
の
五
の
十
五
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
行
為
に
伴
っ
て
当
該
地
方
公
共
団
体
の
一
般
会

計
又
は
他
の
特
別
会
計
に
属
す
る
こ
と
と
な
っ
た
財
産
及
び
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
行
為
に
伴
っ
て
当
該

地
方
公
共
団
体
の
所
有
に
属
す
る
こ
と
と
な
っ
た
財
産
の
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
方
針

（
退
職
手
当
の
財
源
に
充
て
る
た
め
の
地
方
債
に
つ
い
て
許
可
を
要
し
な
い
場
合
）

﹇
削
る
﹈

第
四
条

第
一
条
各
号
（
第
一
号
を
除
く
。）の
規
定
は
、
法
第
三
十
三
条
の
八
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
総

務
省
令
で
定
め
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
法
第
三
十
三
条
の
八
第
二
項
の
計
画
に
定
め
る
事
項
）

﹇
削
る
﹈

第
五
条

法
第
三
十
三
条
の
八
第
二
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

当
該
年
度
以
後
令
和
七
年
度
ま
で
の
間
に
お
け
る
各
年
度
に
支
給
す
べ
き
退
職
手
当
の
合
計
額
の
見
込
額

二

職
員
の
数
の
現
況
及
び
将
来
の
見
通
し

三

給
与
の
適
正
化
及
び
職
員
の
福
利
厚
生
事
業
の
見
直
し
に
関
す
る
事
項

四

人
件
費
の
現
況
及
び
前
二
号
を
踏
ま
え
た
人
件
費
の
将
来
の
見
通
し

第
四
条

﹇
略
﹈

第
六
条

﹇
同
上
﹈

（
市
町
村
の
廃
置
分
合
等
が
あ
っ
た
場
合
の
臨
時
財
政
対
策
債
発
行
可
能
額
等
の
算
定
方
法
）

（
市
町
村
の
廃
置
分
合
等
が
あ
っ
た
場
合
の
臨
時
財
政
対
策
債
発
行
可
能
額
等
の
算
定
方
法
）

第
五
条

令
和
八
年
度
に
お
け
る
第
十
四
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中「
令
第
十
三
条
」

と
あ
る
の
は
「
令
附
則
第
八
条
又
は
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
令
第
十
三
条
」
と
、「
並
び
に
法

第
五
条
の
三
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
算
入
公
債
費
等
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
、
法
第
五
条
の
三
第
四
項
第

一
号
に
規
定
す
る
算
入
公
債
費
等
の
額
並
び
に
地
方
交
付
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律

第
二
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
法
第
三
十
三
条
の
五
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
起
こ
す
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
地
方
債
の
額
及
び
法
第
三
十
三
条
の
五
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
起
こ
す
こ
と
が
で

き
る
こ
と
と
さ
れ
た
地
方
債
の
額
」
と
す
る
。

第
七
条

令
和
七
年
度
に
お
け
る
第
十
四
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中「
令
第
十
三
条
」

と
あ
る
の
は
「
令
附
則
第
十
条
、
第
十
一
条
又
は
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
令
第
十
三
条
」

と
、「
並
び
に
法
第
五
条
の
三
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
算
入
公
債
費
等
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
、
法
第
五
条

の
三
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
算
入
公
債
費
等
の
額
並
び
に
地
方
交
付
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
令
和
五
年
法
律
第
二
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
法
第
三
十
三
条
の
五
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
地
方
債
の
額
及
び
法
第
三
十
三
条
の
五
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
地
方
債
の
額
」
と
す
る
。

２

令
和
九
年
度
に
お
け
る
第
十
四
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
令
第
十
三
条
」
と

あ
る
の
は
「
令
附
則
第
八
条
、
第
九
条
又
は
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
令
第
十
三
条
」
と
、「
並

び
に
法
第
五
条
の
三
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
算
入
公
債
費
等
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
、
法
第
五
条
の
三
第

四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
算
入
公
債
費
等
の
額
並
び
に
法
第
三
十
三
条
の
五
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
起
こ

す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
地
方
債
の
額
」
と
す
る
。

２

令
和
八
年
度
に
お
け
る
第
十
四
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
令
第
十
三
条
」
と

あ
る
の
は
「
令
附
則
第
十
一
条
又
は
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
令
第
十
三
条
」
と
、「
並
び
に

法
第
五
条
の
三
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
算
入
公
債
費
等
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
、
法
第
五
条
の
三
第
四
項

第
一
号
に
規
定
す
る
算
入
公
債
費
等
の
額
並
び
に
地
方
交
付
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法

律
第
二
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
法
第
三
十
三
条
の
五
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
起
こ
す
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
地
方
債
の
額
及
び
法
第
三
十
三
条
の
五
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
起
こ
す
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
地
方
債
の
額
」
と
す
る
。

３

令
和
十
年
度
及
び
令
和
十
一
年
度
に
お
け
る
第
十
四
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中

「
令
第
十
三
条
」
と
あ
る
の
は「
令
附
則
第
九
条
又
は
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
令
第
十
三
条
」

と
、「
並
び
に
法
第
五
条
の
三
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
算
入
公
債
費
等
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
、
法
第
五
条

の
三
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
算
入
公
債
費
等
の
額
並
び
に
法
第
三
十
三
条
の
五
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
地
方
債
の
額
」
と
す
る
。

３

令
和
九
年
度
に
お
け
る
第
十
四
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
令
第
十
三
条
」
と

あ
る
の
は
「
令
附
則
第
十
一
条
又
は
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
令
第
十
三
条
」
と
、「
並
び
に

法
第
五
条
の
三
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
算
入
公
債
費
等
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
、
法
第
五
条
の
三
第
四
項

第
一
号
に
規
定
す
る
算
入
公
債
費
等
の
額
並
び
に
法
第
三
十
三
条
の
五
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
起
こ
す
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
地
方
債
の
額
」
と
す
る
。

４

令
和
十
二
年
度
以
後
の
各
年
度
に
お
け
る
第
十
四
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
同
条

第
一
項
中
「
令
第
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
令
附
則
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
令
第
十
三
条
」

と
す
る
。

４

令
和
十
年
度
及
び
令
和
十
一
年
度
に
お
け
る
第
十
四
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中

「
令
第
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
令
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
令
第
十
三
条
」
と
、「
並

び
に
法
第
五
条
の
三
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
算
入
公
債
費
等
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
、
法
第
五
条
の
三
第

四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
算
入
公
債
費
等
の
額
並
び
に
法
第
三
十
三
条
の
五
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
起
こ

す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
地
方
債
の
額
」
と
す
る
。
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